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Ⅰ．食品リサイクル 

 １．計画概要 

●食品リサイクルビジネススキーム 

●全国事例 

食品リサイクル施設を立

ち上げ、回収した食品廃

棄物を装置に投入し、液

体肥料を生産


食品工場から 
食品廃棄物を回収
 生産された液体肥料を自


社（農場運営）および地

元生産農家で使用


液体肥料を農地に散布す

ることで、土壌が肥沃に

なり有機・農薬不使用農

産物が栽培される


スーパー、飲食店等へ 
農産物を供給


食品リサイクルにより生産され

る農産物をブランド化し、全国

的に販売していく


産直ショップを立ち上げ、食品

リサイクルにより栽培された農

産物を中心に販売する




1 

Ⅰ．食品リサイクル 

 １．計画概要 

食品工場

産業廃棄物 
中間処理業


産業廃棄物 
収集運搬業


肥料の販売 
（液体肥料）


契約農家 
自社農場


：汚泥、廃酸、廃アルカリ、動植物性残渣の処理委託契約を締結 

：産業廃棄物中間処理業の取得 

原　料 

運　搬 

中間処理 

肥料販売 

：産業廃棄物収集運搬業の取得 

：特殊肥料製造・販売の届出・契約農家への肥料販売 
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　微生物の活動には水が必要です。そのため、微生物を介した 
「発酵」には水分が必要不可欠であり水分が不足すると充分な 
発酵は成されなくなってしまいます。この液体肥料化装置（ 
有機土壌活性液製造装置）は微生物が介在する溶液中にて発 
酵処理を行うため発酵効率が非常に高く、また余計なエネルギ 
ーやＣＯ２を発生させないため環境負荷の非常に少ない装置となっています。 

堆肥型＝高速型の堆肥製造工場では発酵が不十分となり未熟のまま製品になっていること　　　　
が多く見られる。そのために農作物に問題が生じる可能性がある。本来であれば　　　　

発酵期間が２～３ヶ月と長期を要すことが望ましい。 

減容型＝発酵はさせず、3時間程度で一気に乾燥させる。その後は焼却処分する場合が多い。 

消滅型＝水と二酸化炭素に分解する方式が多い。しかし、窒素分や塩分の　　　　　　　　　　　
残留問題等、不透明な部分が存在する。排水設備を要して残渣 

　　　　を排水処理しているケースなど、ＢＯＤの問題など完全に 
　　　　問題を解消するまでは至っていない。 

メタン発酵型＝一般的にはイニシャルコストが非常に高く、一般企業 
　　　　　　　が取り組むには採算が合わないことが多い 

 ２．装置概要 

液体肥料化リサイクル 

　■ 特徴別置比較 ■ 

Ⅰ．食品リサイクル 
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 ３．装置写真（他県事例） 

Ⅰ．食品リサイクル 

●有機土壌活性液の使用効果 

翌
日


畝間への流し込み農法 

※PH４前後の酸性作用が葉緑素を破壊し、追肥＋除草対策として活用できる 

●有機土壌活性液製造装置　4.8ｔ/日 
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 １．事業概要 

Ⅱ．今後の展望 

『循環型農業』という答え・・ 

肥料売
上


有機土壌活

性液販売


農産物

売上


処理費

売上


食品廃棄物

処理


加工品

販売


農産物

売上
農産物


仕入


加工品


生産


農産物

仕入


肥飼料の販売


農産物

販売


自社農場


契約農家


不二建設


食品廃棄物

収集運搬


有機土壌活性
液製造装置


液体肥料化


卸売業　　　飲食業　　　食品製造


小売業　　　ホテル　　食品加工業



